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※概要（Summary ）： 
 微細加工技術としてのプラズマエッチングで利用さ
れるフォトレジストは有機ポリマー材料がベースと

なっている．高精細なパターンを作製する要望からレ

ジストマスクとなるポリマー材料ならびにプラズマ

エッチング中で生じる化学反応について調べる必要

がある．そのため，プラズマから表面に入射するイオ

ン・ラジカル・光の個々の作用ならびに相乗効果につ

いて調べる必要があった．本解析では，In-situ 電子
スピン共鳴（ESR）装置を利用して，プラズマプロセ
ス中にポリマー上に発生するダングリングボンドに

着目し，その表面反応に与える影響について詳細な 
検討をおこなってきた．その結果，ポリマー上に発生

するダングリングボンドの実時間計測とラジカルと

光の相乗効果について初めて明らかとすることがで

きた． 
※実験（Experimental）： 
・利用装置名：In-situ電子スピン共鳴（ESR)	  
	 本研究では，ESRキャビティーにガスを流通させ，
サンプルを設置して，上流部でμ波プラズマを生成し

て，ラジカルや光照射を施した．プラズマ処理中に発

生するダングリングボンドを実時間その場観察した． 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

CF4ガスを放電して生成する F原子を，ポリメチル
アクリル酸（PMMA）ポリマーに照射して発生する 4
種類のダングリングボンドを解析することができた．

これらの生成過程は，反応初期と定常状態で異なるこ

とが見いだされ，生成機構の詳細を明らかとできた． 
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